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全　体　構　想
	１　学年、教科・領域
	中学校第３学年　　社会科（公民）

	２　ねらい
	・自由権、社会権、人権問題にはどのようなものがあるかを知り、その重要性について事例を通して、理解する。

	３　本実践とキャリア教育との関連
	・働くということは、その人の生き方に大きくかかわる。
生活のために収入を得るというだけでなく、働くことを通して、やりがいを感じたり、自己実現を図ったりして、社会に貢献していくことにもつながる。また、日本国憲法には「すべて国民は、健康で文化的な最低限度の生活を営む権利を有する」とあり、そのために社会権が保障されている。社会権の中では、「勤労の権利」と「労働基本権」が働く人のために権利として認められている。一方で、国民には国民生活を支えるためになすべき義務として、納税の義務や勤労の義務がある。こうした労働に対する権利と義務について事例を通して学ぶことで、働くことの意義を、更に深く知ることができると考える。


	主な学習活動
	時数

	・共に生きる①　差別をなくす
	１

	・共に生きる②　共生社会
	１

	・自由に生きるために　自由権
	１

	「豊かに生きる　社会権とは」
(1) 社会権にはどのようなものがあり、それらがなぜ重要なのか、事例を通して理解する。
(2) 　キャリア教育としての目標

「キャリアプランニング能力」

＜働くことの意義や役割の理解＞
	１

	・人権保障を確かなものに
	１

	・社会の発展と新しい人権
	１

	・国際社会と人権
	１






豊かに生きる　社会権とは
１　学年、教科・領域　　　中学校第３学年　　社会科（公民）
２　本時の目標
（１）社会権にはどのようなものがあり、それらがなぜ重要なのか、具体的な事例を通して理解する。

（２）　「キャリアプランニング能力」＜働くことの意義や役割の理解＞
３　展開　　　　　　　　　　　キャリア教育の視点から見て重要なこと（◎）　評価（☆）
	学　習　活　動
	指　導　上　の　留　意　点

	１　社会権が人権規定に取り入れら
れた経緯を振り返る。
	○資本主義の発展に伴う失業・貧困などを原因とす
る貧富の拡大が社会権確立の背景にあることに気付かせる。

	２　本時の課題を把握する。　　　


３　教科書、資料から、社会権につ

いて調べる。

　　①生存権　②教育を受ける権利

　　③勤労の権利

４　勤労の権利と労働基本権につい
て調べる。

①団結権　②団体交渉権

　　③団体行動権

５　国民の義務について話し合う。
　　①普通教育を受けさせる義務　

　　②勤労の義務　③納税の義務

　・働くことは、生きがいになる。

　・収入がないと生活ができない。
・納税をしなければ、国が成立しない。
　・困っている人のために税金が使

われている。
	○日本国憲法のどこに書かれているのかを確認させる。

○社会権のうちで基本となるのが、憲法第２５条であることを理解させる。

○具体的な事例を示しながら、憲法に保障された権利を理解させる。
○よりよい生活を送るためには、それを支える賃金や労働条件の改善が重要な問題であることを理解させる。
○日本国憲法に、なぜ｢３つの義務｣があるのかを考えさせる。

◎働くことが、自分の生き方にかかわるだけでなく、社会を支えていくことにもつながっていくことを身近な例を基に話し合わせる。


	６　本時のまとめをする。
	☆勤労の権利や義務について、自分の考えをまとめることができたか、授業感想から判断する。
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「人権と共生社会」





単元名





本実践





ボランティア活動





＜道徳＞


4-(1)


法やきまりの意義を理解し、自他の権利を重んじ義務を確実に果たして、社会の秩序と規律を高めるように努める





＜道徳＞


4-(5)


勤労の尊さや意義を理解し、公共の福祉と社会の発展に努める





勤労観・職業観を


はぐくむ活動へ





社会権にはどんなものがあるのだろうか








